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	報 告 者 氏 名
	宇田川　真帆

	大 会 名
	世界選手権

	開 催 地
	イタリア　ガルダ湖

	大 会 期 間
	７/１５～７/２６


· 帰国後１ヶ月以内に、JODA海外派遣担当 田中（ mame-t@silver.zaq.jp ）までメールにて送付して下さい

· JODA理事会にて確認の後に、ホームページに公開します

· 記入時の注意点

1. このレポートは今後海外派遣レースに参加する選手、役員また日本のジュニアのための資料です
2. なるべく客観的な立場から、詳細に記入して下さい　

1. このレポートを補足する資料として必要です（ 文中に貼り付けて下さい ）

2. 他国ＯＰ艇を接近して撮影する際には、必ず相手国の選手、コーチの了解をとって下さい
	開催地域の様子
	気温は25度前後で多少幹操気味。ガルダ湖の水温が低いので、風が吹くと爽やかに過ごせました。
大会後半は、気温も上がってきたので、陸上での風待ちの時は日陰を探したり、室内で身体で休めレースに備えました。海上のセーラーにとっては時折寒く感じたりすることもあったかもしれません。

	宿泊場所
	HOTEL　Zanella

大会会場のガルダ湖から、車で20分程度の山の上に位置する。

	大会の対応は
	現地入り到着後、艇の受け渡しも直ぐに対応してくれました。
ボランティアの方が若い方から、年配の方までいて、期間通して同じ顔の方が対応してくださったのでいろいろな手続きがとてもスムーズだったと思います。

	選手たちの

 コンディションは？


	出発から最終日、そして帰国まで、体調を崩したり、レースに影響を及ぼすほどの怪我をした選手はいませんでした。

	役員として気をつけたことは？


	バランス良く食事を取ることと、、睡眠をしかっり取るような生活リズムを大事にしながら、なるべくリラックスしながら過ごせるようにしました。


	海外の選手を見て感じたことは？


	リラックスモードと、レースモードへの切り替えが、しっかり出来ていると感じました。

	日本の選手を見て感じたことは？


	海外選手との交流の場では、少し照れ屋だなと思いました。

	Spare dayの過ごし方は？


	ヴェネチアバスツアーに申し込みました。
朝8時前にバスで出発して夜の7時過ぎに帰宅しました。ホテルでの食事はいつもどおり取ることが出来るスケジュールでした。

	日本チームとして

の課題


	大会期間は長いので、自分の感情や思いを普段から仲間やコーチ、監督などまわりの大人にも、もっと伝えて欲しいと思いました。そうすることで、もっとコミュニケーションが図れるのではと思います。

	ＪＯＤＡへの要望
	NT合宿とは別に、ワールドチームでコーチと選手が、遠征前に合宿的なものが出来ると良いかなと思います。ナショナルチームとしてのモチベーションと自覚を高まる何か良い方法があると良いと思います。

	その他　
	特にありません。


	　
	

	　　　
	


ご協力ありがとうございました　　　　　　　　　ＪＯＤＡ海外派遣委員会
